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サルコペニアは、その発症や増悪化に様々な因⼦が関わ
る多因⼦関連疾患である。我々は、培養細胞やマウスモデ
ル、ヒト検体などを⽤いた多⾓的アプローチにより、サル
コペニアの病態⽣理機構の解明および先制医療に資する新
たな⽅法の開発を⽬指した研究を進めている。最近我々は、
メディカルゲノムセンターとの共同研究において、サルコ
ペニアとの関連が予想される幾つかのレアバリアントを同
定し（Furutani et al., Gerontology. 2026）、現在同定し
たサルコペニア関連バリアントの⾻格筋に与える影響につ
いての検証を進めている。本セミナーではその研究成果の
⼀部を報告する。


